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　　　　　食品工 場に おけ る モ リチ ャ バ ネ ゴキ ブ リ

Blattella　nipponica 　Asahina （Blattaria：Blattellidae）

　　　　　　　　　の 屋内侵入 とそ の 季節的消長

春成　常仁
1〕・沓掛　正寛

2）・ 谷川　　力
1｝・富 岡　康浩

3），＊

　　　　　　　　　1〕イ カ リ消毒株式会社技術研究所

　　　　　 〒260 −0844 千葉県千葉市巾央区千葉寺田r579

　　　　　　　　 2：1 イ カ リ消毒株式会社市川 営業所

　　　　　　 〒 272−Ol42 千葉県市川市欠真間 2−19−20

　　　　　　　　 3；イ カ リ消毒株式会社技術開発部

　　　　　　　〒 275−0024 千葉県習志野市茜浜 1−12−3

An 　Indoor　Invasion　and 　Seasonal　Changes 　of　Blattellα nipPonic α

　　　　Asahina （Blattaria：Blattellidae）in　a　FQod 　Factory

Tsunehito　HARuNARII ），　Masahiro 　KuTuKAKE2 ），　Tsutomu 　TAN エKAwAl 〕

　　　　　　　　　　　 and 　Yasuhiro　ToMloKA3 ）

　　　　　
1，Technical 　Research 　Laboratory ，　IKARI　Corporation ，

　　　　　　 Chibadcra　579 ，
　Chuo −ku，　Chiba 　260−0844，　Japan

　　　　　　　　　
2｝Ichikawa 　Orhce，　IKARI　Corporation，

　　　　　Kakemama 　2−19−20，　Ichikawa ，　Chiba　272 −0142，　Japan

　　　　　
3｝Technical　Development　Division，　IKARI 　Corporation，

　　　　　Akanehama 　l−12−3，　Narashino ，　Chiba 　275 −0024 ，　Japan

摘要 。千 葉県房総半島の 食品コ場 に お い て ，モ リ チ ャ バ ネ ゴキ ブ リB ‘碑 認 α 吻 Poη繊 Asahinaが

2004 年 7 月か ら年間を 通 して 出現す る よ う に な っ た，工 場内 に 粘着 ト ラ ッ プ を 設置 して 2 年問毎

月捕獲状況 を調査 した と こ ろ、18 ヵ 月間で 合計 64 頭 が 捕 獲 され，成虫 は 6 月 か ら 10 月に，幼虫

は 10 月か ら翌年 4 月 に捕獲 された．野外 と同 じ年 1化性 の 季節的消長 と工 場内の 分布状況 か ら、

野外か ら頻繁 に 侵入 して い る もの と推察 され た，本種 の 工 場内へ の 侵入 を 防 ぐた め，2004 年 12 月

以降 は，施設外周 に カーバ メイ ト粒斉「」，倉庫内に 有機 リン乳剤を散布した が，それだけで は阻止 で

きな か っ た．そ こ で，2005 年 8 月と 9 月 に ⊥ 場周囲の 植栽 の 撤云 や草刈 を行 い ，10 月に は 落葉 の

清掃 に加 え て 外周 の 側溝内に 溜ま っ た落葉 の 除去を行 っ た．そ の 結果， 2006年か ら工 場内 に本種

の 棲息が認 め られ な くな っ た．

キ
ー

ワ
ード： モ リチ ャ バ ネゴ キ ブ リ，季節的消長，食品工 場 ， 防除

Abstract．　The　cockroach ，Btatte〃a　nipponica 　Asabina ，　was 　found　frequcnUy 　in　a　food　factory　at

the　Bousou 　Peninsu ！a　in　Chiba　prefecture　since 　2004．　Seasonal　changes 　of 　catches 　at 　the

factory　were 　Inonitored 　by　using 　sticky 　traps　for　twQ 　years 　from　July，2004 　tQ　June，2006 ，　and

at 〔｝tal　of 　sixty イour 　individuals　were 　caught 　for　eighteen 　months ．　 Adults　were 　caught 　during
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period　from　June　to　October 　and 　larvae　from　October　to　the　following　April．　The　pattern　of 　life

cycle 　in　the　neld　and 　that　of　the　catches 　at 　the　factory　indicated　that　the　individuals　caught 　by
thc　traps　 came 　 from 　the 且eld ．　 We 　 started 　 spraying 　 carbamate 　granule　 insecticide　 arld

OP −compound 　elnulsion 　around 　and 　inside　the 　factory，　rcspectively ，　since 　Decernber ，2004 ，　but
invasion　by　cockroaches 　could 　not 　be　prevented ，　 Then，　we 　cut 　and 　removed 　the　grass 　and

other 　plants　on 　the　 ground 　 around 　 the　ractory　in　August 　 and 　 September，2005．　 We 　 also

removed 　fallon　leaves　of 　trees　frQm 　thc 　grourld 　and 　the　di亡ches 　in　October．　Two 　rnonths 　later，
invasion　Qf 　c ⊂）ckroaches 　to　the　factory　ceased ，

Key 　words ：Blattella　niPPonica ，　seasonal 　changes ，　food　factory，　controI

は じ め に

　 モ リ チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ Blattella　niPPonica

Asahina （ゴ キ ブ リ目 ：チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ科）は，

屋 内 害 虫 の 代 表種 で あ る チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ

Blattella　germanica （Linne）に形態が酷似 して い

るが，前胸背の 1対の 黒条が やや太 く， 下方で左

右よ り内屈す る点 で 区別で き， また雄 の 腹部 7 ・

8 節背面 の 誘惑線の 凹陥部の構造，雄生殖器 の 形

状な ど も異な る （朝比奈，
1963，1991）．また幼虫

で は チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リに 見 られ る胸部背面 の 縦の

黄褐条 を欠 く点 で，容易に 区別で きる．な お チ ャ

バ ネ ゴ キブ リと は近縁 で あ るが，両種間 の 交雑実

験で は正逆 と もに雑種 F1 は得 られ て い な い （朝

比奈， 1991）．

　 モ リチ ャ バ ネ ゴキ ブ リ は 日本特産種で
， 南は奄

美大島 （三 原，1991 ）か ら北は栃木， 茨城 （富岡 ・

柴山，1998）ま で ， 低山地帯か ら平地 に か け て 分

布して い る （木船 ・ 加茂， 1964），林床や 林縁部

の 落葉 の 下 な ど に好ん で 棲息 して お り，場所 に

よ っ て は民家 の 周辺に もよ く見 られ る，時に は屋

内に 侵 入す る こ と もあるが （三原，1991；辻，

1989）， チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リの よ うに屋内に定着し

て 繁殖 した 例 は 従 来知 られ て い な い （三 原 ，

2003 ）．夜 行 性 の 日周行 動 を 示 し （竹 内 ら，

2004 ）， 夜間 に 照明 に飛 来す る こ と もあ る （富

岡 ・ 柴［li11998）． チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リの よ うな衛

生害虫で はな い が，人の 外耳道内 へ の 迷入被害の

症例が知 られ て い る （西田 ら， 2002 ）．

　干葉県 の 某食品工 場で は，2004 年 7 月 に粘着

トラ ッ プ に モ リ チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リが捕獲され，そ

の 後 も年間を通 して頻繁に 工 場内に 出現する よ う

にな っ た，こ の食品工場 に おい て ，粘着 トラ ッ プ

に よ る捕獲調査 （モ ニ タ リ ン グ）を毎月実施する

とと もに，殺虫剤の 散布や工 場周辺 の 環境改善な

どの 対策を施 した．食品工場に お ける本種 の生息

調査 と そ の 対策 は珍 しい 事例で あるば か り で な

く，ゴ キ ブ リの 屋内害虫化を考え る L で も興味深

い事例で あ る の で ， そ の 結果 にっ い て 報告す る．

調査および施工 方法

　 千葉県房総半 島の ほ ぼ中央部にあ る食品工場に

お い て ，倉庫，製造室 ， 事務所な どが ある約 6000
M2 の 施設内 （図 1） に，歩行性昆虫用 の 粘着 ト

ラ ッ プ （幅 7cm ，奥行き 13　cm ， 高 さ 2cm ）を

30 枚，ネ ズ ミ捕獲用 の シ ート状粘着 ト ラ ッ プ （縦

20　cm ， 横 34　cm ）を 100 枚設置 した．こ れ らの

ト ラ ッ プ を 2004 年 6 月か ら設置 し，同年 7 月か

ら 2006 年 6 月 ま で の 24 カ 月間，毎月下旬 に ト

ラ ッ プ の 回収およ び再設置を行い ，ゴ キ ブ リ類 の

捕獲i状況を確認 した．捕獲 され た ゴ キ ブ リ類は，

種類別に個体数を計数 し，と くに モ リチ ャ
バ ネ ゴ

キ ブ リに つ い て は成虫 と幼虫に 分け て 記録 した．

　
一
方 ， 野外か ら施設内へ の 侵入阻止の た め の 対

策 と して ，薬剤散布 と工場周辺の 環境改善を行 っ

た．すなわ ち ， 調査 巾の 2004 年 12月か ら 2005

年 10 月 まで ，施設 の 外周に カ ーバ メ イ ト系 の プ

ロ ポ ク ス ル 0．5％ ・
フ ェ ノ ブ カ ル ブ 1％ 混 合粒剤

を ， 倉庫内に は有機 リ ン系 の フ ェ
ニ ト ロ チ オ ン

10％ 乳剤 の 10倍希釈液 をそれ ぞ れ 適宜散布 し

た．また 2005 年 8 月と 9 月に，工場 の 周囲の 植

栽 エ リア に お い て ，

一
部の植栽 （潅木）の 撤去，

広葉樹 の 枝せ ん 定，繁茂 し た雑草の 草刈およ び清

掃を実施 した． さ らに 10 月に は ，落葉 の 清掃の
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表 1　モ リチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リの 場所別の 捕獲数

倉庫 A 　倉庫 B 　製造室 　事務所　合　計

成　虫　　13

幼　虫　　22
6R

り
ー 10

ρ
QO 6839

］

合　計　　35 22 1 6 64

雛 ： 各ゾー
ン 内 で捕 獲 が多か っ た箇所　 日 ： シャッタ

ー

　　 図 1 調査場所お よ び捕獲が 多か った箇所

ほ か施設外周 の 側溝 内に 堆積 した落葉を 除去 し

た．

結果お よび考察

　2004 年 7 月 か ら 2006 年 6 月 まで 2 種類の 粘

着 ト ラ ッ プ に 捕獲 され た ゴ キブ リ類の 合計は， モ

リチ ャ バ ネ ゴ キ ブ リが 64 頭で 優先種で あ り， ほ

か に は ク ロ ゴ キ ブ リ Periplanetα fuliginosaが

4 頭の み で あ っ た． こ の 工場で は チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ

リは従来か ら生息 して お らず，調査期間中もま っ

た く捕獲 されなか っ た． モ リチ ャ バ ネ ゴ キ ブ リに

っ い て は ， 後述の よ う に ， 2006年以降は捕獲 さ

れ な くな っ た こ とか ら，実際に は 18 カ月間 に お

ける捕獲総数 で あ る．

　モ リチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リの場所別の 捕獲数は，倉

庫 A が最 も多 く， 倉庫 （A ，
B）で は成虫の ほ か に

幼虫 も比較的多 く捕獲 され た （表 1）．しか し事務

所は 6 頭と少な く，製造室にお い て は調査初期に

捕獲 さ れ た 1 頭 の み で あ り，
い ず れ も成虫 で あ っ

た． こ の よ うな 分布 は，各室 （ゾー ン ）の 遮蔽性

の 度合い が影響 して い る と考え られ，また 幼虫よ

り成虫 の ほ う が よ り活発に活動す る こ とに も起因

して い る と思わ れ る．倉庫 （A ，　B）で は，い ずれ も

出入 り口付近で 多か っ た （図 1）．しか し出現数が

多い 時期に は，倉庫内の 奥の 製造室に 近 い 場所や

2 階で も捕獲され た．なお 2004 年 は主 に倉庫 A

で 捕獲さ れて い た が，2005 年 7 月以降に は倉庫

B や事務所等で も捕獲が 多 くな っ た．そ の原因は

明 らかで はな い が ， 資材や パ レ ッ トの 頻繁な 移動

に伴 う潜伏個体の 拡散や，後述す る周囲の 環境改

変 に よ る影響な どが考え られ る．

　2004 年 7 月に初め て モ リチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リが

捕獲さ れ て か ら 10 月ま で は， い ず れ も成虫 の み

が捕獲 されたが ，
2004 年 12 月か ら 2005 年 4 月

ま で は幼虫の みが捕獲さ れた （図 2），そ の 後 6〜

9 月は再び成虫の み が捕獲 され，10 月に は幼虫が

混 じり， 11〜 12 月は幼虫の み の捕獲iとな っ た．

すなわ ち成虫は 5 月よ り設置 （6 月回収） した ト

ラ ッ プ か ら 10 月回収 ト ラ ッ プま で ， 幼虫 は 9 月

設置 （10 月回収）の トラ ッ プか ら翌 年 4 月回収 ト

ラ ッ プまで 捕獲が見 られ ， 年 1化性の 生活史が 見

て とれる，

　本種 は本州 の 野外で は中齢な い し老齢幼虫で 越

冬す る （木船 ・加茂，1964，Tsuli，1985 ，
ほ か ）．

ま た 成虫 の 羽化時期に っ い て は，5 月 中旬 （木

船 ・加茂，1964），6 月上旬 （Tsuji，1985），5〜6

月 （福本，
1989，1990）な ど の報告が あ り， 地域

差が ある と思われ るが，お おむね 5〜6 月で ある

（辻，1989 ； 朝比奈，1991）．したが っ て今回 の 捕

獲 デ ータ は こ の 点で は よ く合致 して い る．

　 しか し Tsuji （1985）に よ る京都市で の 観察で

は ， 7 月上旬か ら卵鞘が 観察 さ れ始 め ， そ の 後

次々 と幼虫 が孵化 し発育 した．ま た 坂下 （2002 ）

に よ ると ， 富山県の 山間部周辺の 民家の 軒下 と エ

ア コ ン 室外機下に設置 した粘着 トラ ッ プ で， 7 月

下旬か ら 8 月上旬 に成 虫 と中齢幼虫が捕獲 され

て い る．神奈川や埼玉で も 8〜9 月に 野外で 幼虫

が観察 され る （富岡 ら，未発表） の で ，工 場周辺

に も こ の 頃か ら幼虫が い る もの と推察され る．工

場 内で 幼虫が 10 月に な っ て か ら捕獲 され始 めた

一57 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　soolety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

14

　 12

捕
　 10
獲
数 8

バ
リ

4「

2

（

頭

）

0

□ 幼虫

圜 成虫

789 　 10

2004年

1112123456 　 7

2005年

89101112123

2006年

456

図 2 モ リチ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リの 捕獲数の 変化

理 由と して は，1）若齢幼虫 はあ ま り移動 しな い こ

と，2）幼虫数が まだ少な く，秋が深ま るに 従い 累

積的に増加す る こ と，3＞越冬前 の 幼虫が 暖か さを

求め て 建物周辺 に寄 りっ く こ と，な どが少 なか ら

ず影響 して い る もの と考 え られ る．同時に 4）工

場内で の 産卵が なか っ た こ とを も意味する が，そ

の 数が少な く， か つ 若齢幼虫が捕獲 され に くか っ

た の か もしれな い ．

　 Tsuji （1985）に よる と，京都市 の 野外条件で は

6齢幼虫で 休眠 に入 り，年 内に成虫 に は な らな

か っ た が，7 〜 8 月 に 冷房な しの 屋 内で飼育す る

と 6 齢 で 休眠 せ ず に成虫 と な っ た．富岡 ・柴山

（1998）は ， 千 葉 で 10月末 に 採 集 し た 幼 虫 を

25℃ ，長 日 （16L ）条件で 飼育 した と こ ろ，年内に

成虫が羽化 した．大島 （2004 ）にお い て も，幼虫 は

短 日 ・ 低温条件で休眠が誘起され たが，28℃，長

日 （16L ＞条件で は 59 日間で す べ て の 幼虫が 羽化

して い る． 工場内で は ll 月か ら翌年 5 月ま で成

虫が 出現 して い な い こ とか ら，照明時間や室温な

どの 人為的環境条件 に よ る影響は と くに認 め ら れ

な い．

　以 上 の よ うな工 場内の 分布 パ タ
ー

ン と季節的消

長か ら， 工 場内に お ける本種 の 出現 は，内部 で の

発生で はな く， 屋 外か らの 侵入 と一
時的な定着が

個々 に頻繁に起こ っ て い る もの と推察 され る．

　
一方，2004 年 12月に最 も多 くの 個体が捕獲さ

れ た こ とか ら ， 工場の 外壁周辺 に カ
ーバ メ イ ト粒

剤 ， 倉庫内 に は 有 機 リ ン 乳 剤 を 散布 し，以後

2005 年 10月ま で適宜継続的 に 実施 した．しか し

薬剤散布の み で は捕獲数の 減少 に直接っ なが らな

か っ た．

　 そ こ で 本種の 棲息場所 とな っ て い た施設周辺 の

植栽エ リア の環境改善を行 っ た．本種 は落葉堆積

の 豊富 な と こ ろ に 多 い こ と が 知 られ （木船 ・加

茂 ， 1964 ；三 原， 2003）， 実際に 落ち葉や ス ス キ

な ど の ス ィ
ーピ ン グや枯葉が多 く付着 した枝 の

ビ ー
テ ィ ン グ に よ っ て 本種がよ く採集 され る．そ

こ で 2005 年 8 月 と 9 月に，
一

部の植栽の撤去，

落葉樹 の 枝 の 剪定，植栽 エ リア に繁茂 した雑草の

草刈，落ち葉の 清掃 な どを実施 した．さ ら に 10

月 に は，工 場 の 周囲 の 側溝の 中 に落ち葉が 堆積

し，そ の 中に 本種が 群棲 して い た の で，側溝内の

落葉の 除去およ び清掃を実施 した． こ の 場所は 日

当た りが悪 く， 溜ま っ た落ち葉の 上層部 は乾燥 し

て い る が，下層 は湿気を帯び た 状態で ，本種の格

好の 棲息場所 とな っ て い た．落葉を撤去 した後 の

ll 月に 回収 した トラ ッ プ で は
一

時的に捕獲数が

多 くな っ たが （図 2），こ れ は棲息場所を な くした

多数の 個体が い っ せ い に 分散 し，

一
部が屋 内 に 侵

入 して 捕獲 され た も の と思われ る．それ以後， 捕

獲数 は減少 し， 12 月は前年最 も個体数が多か っ

た月に もかか わ らず ， こ の年 は わずか 1頭の み と

な り，
2006 年以降は全 く捕獲 され な くな っ た．

以上 の結果か ら，周辺 の 環境改善，と くに幼虫が
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越冬を迎え る前の 秋季に実施 した除草や落葉 の 清

掃が，本種の侵入阻止 に有効で あ っ た と考え られ

る．

　食品工場で は異物混入ク レ
ーム として チ ャ バ ネ

ゴ キ ブ リの 混入 が多 くあ るが，そ の 際に 問題 と

な っ た食品工 場にお い て，チ ャ
バ ネゴ キ ブ リの 生

息が ま っ た く認め られな い こ とが あ る．大町 ・谷

川 （2003）は，家庭 の 電気 ポ ッ ト内 ヘ チ ャ バ ネ ゴ

キ ブ リが積極的に入 り， それが原因で カ ッ プ麺等

に ゴ キ ブ リが混入す る こ と を報告 して お り，製品

に 混入す る機会は，出荷後の 流通過程や消費者 に

渡 っ た後な どさまざまで ある．そ れゆえ工 場内に

お け る チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リ の 生息調査 は重要で あ

り，同定は慎重に行 う必要が ある．今回ほ ど多 く

の個体で はない が，筆者 らは モ リチ ャ バ ネ ゴ キ ブ

リが施設内に侵入 した例をほ か に も複数確認 して

お り，チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リと混同して い る場面 もあ

るよ うに思 う．

　 Tsuji （1985）に よ る と，高温条件 で 年内に 羽化

した モ リチ ャ バ ネ ゴ キ ブ リの 成虫が産卵 した卵は

孵化率が きわ めて 低 く， 短日 ・低温 の 条件がな い

屋 内環境で は世代の 繰 り返 しが困難で ある と推察

して い る．ただ し辻 （1989）の 指摘す る よ う に，低

孵化率なが らも屋内で休眠せずに産卵で きる もの

が 選抜され続け る と，チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リ同様に 屋

内に適応 した非休眠系統が生 まれ る可能性 も考え

られ る，関東以南の地域で は見逃 しが な い よ う今

後注意す る必要があ ろ う．
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